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A Study on Noise Robust Continuous Speech Recognition

System Using Block Based Dynamic Range Adjustment

  （ブロックに基づくダイナミックレンジの騒音頑健な連続音声認識システム）

  本論文は，連続音声認識に関する新しい方式の提案を行い，その方式実現と評価を行っている。音

声認識は，現在，クラウドネットワークを利用した連続音声認識システムと，オートノーマス型のフ

レーズ認識システムに分かれている。認識率は，認識対象をか教り限定しているオートノーマス型

のフレーズ・孤立単語認識システムが高い性能を維持しているが，認識できる対象は限定されてお

り ， よ り 一 般 の 応 用 に は ， ク ラ ウ ド 型 の 音 声 認 識 シ ス テ ム が 必 要 と さ れ る 。

  オートノーマス型の音声認識システムが高い認識率を維持できる理由のーつに．ロバスト音声処

理があげられる。ロバスト音声処理は，環境雑音が多くて，録音できる音声が，lOdB以下のSNRで

も，必要極音声の特徴量を推定し，認識する手法である。この方式を連続音声に利用し，連続音声認

識の性能を飛躍的に向上させることが本研究の目的である。

  本論文は，下記のよう放構成とをっている。

  第1章は，音声認識の概要について述べている。

  第2章は，連続音声認識システムの説明を行っており，音声分析から，音素の組合せによる音響認

識，そ の結果から得られる音素記 号列からの音声言語認識誼ど に技術について説明している。

  第3章は．オートノーマス型音声認識で利用されているロバスト音声認識手法について述べてい

る。特に，本論文で拡張した，ランニングスペクトルフィルタリング(RSF)と，ダイナミックレンジ

アジャストメント(DRA)に関して詳しく説明している。

  第4章は，本論文で提案している 連続音声用のロバスト音声認識について説明している。連続

音声と孤立音声フレーズとの大き教違いは，無音区間の存在である。そのため，本論文では，連続音

声から，音響的に分割可能教音声ブロック（推定音声センテンス）というものを定義し，その音声ブ

ロックを高速にかつ適切に求める方式を提案した。その後，音声ブロックについて，孤立音声に対し

て利用 されていたランニングスペ クトル分析法(RSA)とDRAを導 入し，結果として，従来の連続

音声認 識システムで実現されてい た音声認識率を約15%(lOdB SNR)向上させるたことを示した。

  第5章は，トータルシステムの性能評価を行っている。

  第6章は，上記の各章のまとめと，本研究の総括を行っている。

以上より，本論文では，雑音環境下における連続音声認識システムに関するシステムの設計・開発に

ついて詳細に検討し，特に新しいロバスト連続音声分析方式の提案・開発・評価を行った。これに
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より新晴報化社会に必要とされる新しい音声認識技術の実現を行った。

これを要するに，筆者は，雑音環境でも高精度数性能を有する新しい連続音声認識システムの提案・

開発・評価を行った。これにより，音声認識技術に関する多くの有益を知見を得ており．情報科学・

工学の分野に貢献するところ大改るものがある。

よ っ て 筆 者 は ， 北 海 道 大 学 博 士 （ 工 学） の 学 位 を授 与 さ れ る資 格 あ る もの と 認 め る。
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